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原田悠嗣議員に対する議員辞職勧告決議を賛成多数で可決

令和８年第２回定例会・第２回臨時会

令和８年第２回定例会は、６月２日（火）から19日（金）までの18日間、
第２回臨時会は、６月29日（月）から７月６日（月）までの８日間行いました。

こんなことが決まりました

第２回定例会 第２回臨時会
市長提出案件
請願・陳情
議員提出案件

15件
０件
１件

市長提出案件
請願・陳情
議員提出案件

１件
０件
１件 令和８年定例会・臨時会HP

令和８年第２回定例会の初日である６月２日、「原田悠嗣議員に対する議員辞職勧告決議」が、
賛成多数で可決されました。
決議文は以下のとおりです。

本件は、原田悠嗣議員が、勤務実態が乏しいとされる法人等の役職への就任を通じて社会保
険等に加入し、国民健康保険料の負担を回避したのではないかとの疑念を市民に抱かせた、い
わゆる「国保逃れ」と指摘される行為に関するものである。
なお、本決議は、同議員の行為について法令違反の有無を議会として断定するものではない。

しかしながら、市民から選ばれた議員として、公的制度の公平性に疑念を抱かせ、議会に対す
る市民の信頼を損なった政治的・道義的責任を問うものである。
本件については、所属していた政党においても不適切な行為として処分が行われ、同議員は

同党を離党するに至っている。また、同種の事案については、他の地方議会においても、市民の
信頼を著しく損なうものとして、議員辞職勧告決議案が提出され、又は可決されるなどの対応
が取られている。
国民健康保険制度は、市民がそれぞれの負担能力に応じて保険料を負担し、互いに支え合う
社会保障制度である。とりわけ、市議会議員は、市民全体の代表者として、公的制度の趣旨を尊
重し、市民の疑惑を招かないよう、高い倫理観と説明責任をもって行動することが求められる。
那珂市議会基本条例第21条は、議員に対し、倫理性を常に自覚し、良心及び責任を持ってその
責務を果たすとともに、品位の保持に努め、市民の疑惑を招くことのないよう行動しなければな
らないと定めている。また、那珂市政治倫理条例は、市政が市民の厳粛な信託の上に成立する
という民主主義の原理に基づき、議員の政治倫理の確立を図ることを目的としている。
しかしながら、本件は、公的医療保険制度の公平性に疑念を抱かせるものであり、議員として
の品位及び議会への信頼を著しく損なうものである。
さらに、令和８年５月 26日に開催された全員協議会において、同議員から説明が行われ、各議員
からの質疑も行われた。また、議長から同議員に対して厳重注意が行われたところである。しかし、
全員協議会における説明及び質疑応答を経ても、市民の疑念が払拭されたとは言えず、議長に
よる注意をもって議会としての責任ある対応が尽くされたとは言えない。
また、党籍の有無や離党したことは、市民から負託を受けた市議会議員としての政治的・道義
的責任を直ちに解消するものではない。市民に対する十分な説明と信頼回復の具体的な行動が
求められる中、同議員が引き続き議員の職にとどまることについては、議会全体に対する市民の
信頼を損なうものと受け止めざるを得ない。
よって、那珂市議会は、原田悠嗣議員に対し、本件の重大性を厳粛に受け止め、市民の信頼
を回復するため、自らその政治的・道義的責任を明らかにするとともに、速やかに那珂市議会議
員を辞職することを強く求める。

以上、決議する。

令和８年６月２日
那珂市議会

※辞職勧告決議は、法的拘束力を持ちません。

議案等の審議結果

令和８年第２回臨時会
議案等番号 議　案　等　名 結果

発議２ 直接請求に係る条例審査特別委員会の
設置について 可決

議案等番号 議　案　等　名 結果

議案42 那珂市複合型交流拠点「道の駅」推進
事業の賛否を問う住民投票条例 否決

令和８年第２回定例会
議案等番号 議　案　等　名 結果

報告２ 専決処分について（損害賠償請求に関
する和解及び損害賠償の額の決定） −

報告３ 令和７年度那珂市一般会計繰越明許費
繰越計算書について −

報告４ 令和７年度那珂市下水道事業会計予算
繰越計算書について −

報告５ 令和７年度那珂市一般会計継続費繰越
計算書について −

報告６ 専決処分について（損害賠償請求に関
する和解及び損害賠償の額の決定） −

発議１ 原田悠嗣議員に対する議員辞職勧告決
議 可決

議案32 専決処分について（那珂市税条例の一
部を改正する条例） 承認

議案33 専決処分について（那珂市都市計画税
条例の一部を改正する条例） 承認

議案等番号 議　案　等　名 結果

議案34 専決処分について（那珂市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例） 承認

議案35 那珂市介護保険条例の一部を改正する
条例 可決

議案36
那珂市地方活力向上地域における固定
資産税の特別措置に関する条例の一部
を改正する条例

可決

議案37 令和８年度那珂市一般会計補正予算
（第１号） 可決

議案38 物品売買契約の締結について（消防ポ
ンプ自動車購入） 可決

議案39 物品売買契約の締結について（小型動
力ポンプ積載車購入） 可決

議案40 物品売買契約の締結について（学習用
タブレット端末購入） 可決

議案41 建設工事請負変更契約の締結について 可決

賛否が分かれた議案等
※議長（大和田和男議員）は
採決に加わりません
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発議第１号
原田悠嗣議員に対する議員辞職勧告決議 〇 〇 除 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 可決

議案第 42号
那珂市複合型交流拠点「道の駅」推進事業
の賛否を問う住民投票条例

× × 〇 − × × × × × × 〇 × × × 〇 × 〇 × 否決
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原田悠嗣議員に対する議員辞職勧告決議を賛成多数で可決

令和８年第２回定例会・第２回臨時会

令和８年第２回定例会は、６月２日（火）から19日（金）までの18日間、
第２回臨時会は、６月29日（月）から７月６日（月）までの８日間行いました。

こんなことが決まりました

第２回定例会 第２回臨時会
市長提出案件
請願・陳情
議員提出案件

15件
０件
１件

市長提出案件
請願・陳情
議員提出案件

１件
０件
１件 令和８年定例会・臨時会HP

令和８年第２回定例会の初日である６月２日、「原田悠嗣議員に対する議員辞職勧告決議」が、
賛成多数で可決されました。
決議文は以下のとおりです。

本件は、原田悠嗣議員が、勤務実態が乏しいとされる法人等の役職への就任を通じて社会保
険等に加入し、国民健康保険料の負担を回避したのではないかとの疑念を市民に抱かせた、い
わゆる「国保逃れ」と指摘される行為に関するものである。
なお、本決議は、同議員の行為について法令違反の有無を議会として断定するものではない。

しかしながら、市民から選ばれた議員として、公的制度の公平性に疑念を抱かせ、議会に対す
る市民の信頼を損なった政治的・道義的責任を問うものである。
本件については、所属していた政党においても不適切な行為として処分が行われ、同議員は

同党を離党するに至っている。また、同種の事案については、他の地方議会においても、市民の
信頼を著しく損なうものとして、議員辞職勧告決議案が提出され、又は可決されるなどの対応
が取られている。
国民健康保険制度は、市民がそれぞれの負担能力に応じて保険料を負担し、互いに支え合う
社会保障制度である。とりわけ、市議会議員は、市民全体の代表者として、公的制度の趣旨を尊
重し、市民の疑惑を招かないよう、高い倫理観と説明責任をもって行動することが求められる。
那珂市議会基本条例第21条は、議員に対し、倫理性を常に自覚し、良心及び責任を持ってその
責務を果たすとともに、品位の保持に努め、市民の疑惑を招くことのないよう行動しなければな
らないと定めている。また、那珂市政治倫理条例は、市政が市民の厳粛な信託の上に成立する
という民主主義の原理に基づき、議員の政治倫理の確立を図ることを目的としている。
しかしながら、本件は、公的医療保険制度の公平性に疑念を抱かせるものであり、議員として
の品位及び議会への信頼を著しく損なうものである。
さらに、令和８年５月 26日に開催された全員協議会において、同議員から説明が行われ、各議員
からの質疑も行われた。また、議長から同議員に対して厳重注意が行われたところである。しかし、
全員協議会における説明及び質疑応答を経ても、市民の疑念が払拭されたとは言えず、議長に
よる注意をもって議会としての責任ある対応が尽くされたとは言えない。
また、党籍の有無や離党したことは、市民から負託を受けた市議会議員としての政治的・道義
的責任を直ちに解消するものではない。市民に対する十分な説明と信頼回復の具体的な行動が
求められる中、同議員が引き続き議員の職にとどまることについては、議会全体に対する市民の
信頼を損なうものと受け止めざるを得ない。
よって、那珂市議会は、原田悠嗣議員に対し、本件の重大性を厳粛に受け止め、市民の信頼
を回復するため、自らその政治的・道義的責任を明らかにするとともに、速やかに那珂市議会議
員を辞職することを強く求める。

以上、決議する。

令和８年６月２日
那珂市議会

※辞職勧告決議は、法的拘束力を持ちません。
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令和８年度那珂市一般会計補正予算（第１号）議案第37号

生成ＡＩを活用した教育の可能性を検証します

〇学校教育情報化推進事業　　88万7,000円
学校教育の情報化を推進するため、文部科
学省の「生成ＡＩパイロット校事業」に係る
経費を計上しました。
この事業は、学校現場で生成ＡＩを安全・
効果的に活用するため、授業や校務での使い
方、効果や課題を検証する取り組みです。特
徴や留意点を踏まえ、教育活動や教職員の業
務改善につなげていきます。
事業費には、専門家謝礼、研修を行う講師
謝礼、旅費、消耗品費などが含まれています。

質疑応答

Ｑ　専門家と講師は別々に招くのです
か。
Ａ　専門家は生成ＡＩの専門的知識を
持ったかたである一方で、講師は概念
的・実践的な研修を行うために依頼
する予定です。

物品売買契約の締結について（学習用タブレット端末購入）議案第40号

質疑応答

小中学校の学習用タブレット端末を更新します

《令和８年度》
〇対　　象　６年生から９年生の児童生徒用
　　　　　　および教員用端末｠
〇契約金額　1億1,620万2,091円　
〇購入台数　1,907台

小中学校の学習用タブレット端末の配備か
ら５年が経過し、更新時期を迎えることから、
物品売買契約を締結します。
購入する端末は、前回と同様のiPadで、キー
ボードケース、タッチペン、イヤホン変換ケー
ブル、端末管理ツール、５年間保証も含まれ
ています。
なお、１年生から５年生のタブレット端末は、
令和９年度に更新予定です。

Ｑ　新たに購入する端末には予備機も
含まれていますが、旧端末を予備機と
して使うことはできないのですか。
Ａ　新しく購入する端末に不具合が出た
場合に備え、予備機として90台を購入
する予定です。旧端末については、バッ
テリーの劣化や、今後ＯＳ更新の対象
外となる可能性があることから、代替
機として使用することは現実的ではあ
りません。

那珂市複合型交流拠点「道の駅」推進事業の賛否を問う住民投票条例議案第42号

直接請求制度とは

那珂市複合型交流拠点「道の駅」推進事業の賛否を問う
～住民投票条例制定について～

市民から市長に対し、道の駅整備事業
の賛否を問う住民投票を実施するための
条例を制定するよう、直接請求がありま
した。その後、市長から議会へ条例制定
の議案が意見を付けて提出されたため、
６月29日、第２回臨時会で直接請求に係
る条例審査特別委員会を設置し、議案
の審議を行いました。｠
７月２日の特別委員会での議員間討議
では、多くの意見が出されました。これ
まで市民に対して市は説明不十分であり、
法定署名数の約４倍の3,714筆の署名が
集まったことを重く受け止め、道の駅計
画に賛成か反対か市民に問うべきという
意見が出ました。その一方で、〇×で民意
を本当に反映できるのか、これまで議会
で５年以上議論を行っており、多面的な
情報に基づいて熟議を尽くしている、市
民に対する情報提供が不足しているのな
らば、さらなる情報公開は必要であるが
市民への情報不足を解決する手段として
住民投票が適しているのか疑問であると
いった意見もありました。
７月６日の本会議においても、市民の
不安が解消されていない現状から、住民
投票をするべきという賛成討論や、行政
手続きが進んだ段階での住民投票をする
ことへの懸念など反対討論がありました。
採決の結果、賛成少数で否決されまし
た。

間接民主制を補完する仕組みとして、当該
地方公共団体の有権者（選挙人名簿に登録さ
れた者）の一定数以上の署名をもって、条例
の制定や議員・市長などの解職を請求するこ
とができる制度です。
条例の制定は、地方自治法第74条の規定

に基づき、50分の１以上の署名をもって請求
することができます。

直接請求から臨時会まで

6月29日

議案の上程
（市長から提案理由の説明）

⬇
直接請求に係る条例審査
特別委員会を設置

（大和田議長を除く17名）
委 員 長：小池正夫
副委員長：萩谷俊行

７月２日
請求代表者３名の意見陳述
特別委員会へ付託

⬇
特別委員会で審査

７月６日 委員会での審査結果の報告
討論・採決

・代表請求者が署名簿を市選挙管理委員会に提出
・選挙管理委員会の審査により有権者の50分の
１の署名を確認
・請求代表者から市長へ条例制定請求書の提出

⬇
市長が意見を付けた条例制定議案の提出

⬇

⬇

⬇
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令和８年度那珂市一般会計補正予算（第１号）議案第37号

生成ＡＩを活用した教育の可能性を検証します

〇学校教育情報化推進事業　　88万7,000円
学校教育の情報化を推進するため、文部科
学省の「生成ＡＩパイロット校事業」に係る
経費を計上しました。
この事業は、学校現場で生成ＡＩを安全・
効果的に活用するため、授業や校務での使い
方、効果や課題を検証する取り組みです。特
徴や留意点を踏まえ、教育活動や教職員の業
務改善につなげていきます。
事業費には、専門家謝礼、研修を行う講師
謝礼、旅費、消耗品費などが含まれています。

質疑応答

Ｑ　専門家と講師は別々に招くのです
か。
Ａ　専門家は生成ＡＩの専門的知識を
持ったかたである一方で、講師は概念
的・実践的な研修を行うために依頼
する予定です。

物品売買契約の締結について（学習用タブレット端末購入）議案第40号

質疑応答

小中学校の学習用タブレット端末を更新します

《令和８年度》
〇対　　象　６年生から９年生の児童生徒用
　　　　　　および教員用端末｠
〇契約金額　1億1,620万2,091円　
〇購入台数　1,907台

小中学校の学習用タブレット端末の配備か
ら５年が経過し、更新時期を迎えることから、
物品売買契約を締結します。
購入する端末は、前回と同様のiPadで、キー
ボードケース、タッチペン、イヤホン変換ケー
ブル、端末管理ツール、５年間保証も含まれ
ています。
なお、１年生から５年生のタブレット端末は、
令和９年度に更新予定です。

Ｑ　新たに購入する端末には予備機も
含まれていますが、旧端末を予備機と
して使うことはできないのですか。
Ａ　新しく購入する端末に不具合が出た
場合に備え、予備機として90台を購入
する予定です。旧端末については、バッ
テリーの劣化や、今後ＯＳ更新の対象
外となる可能性があることから、代替
機として使用することは現実的ではあ
りません。

那珂市複合型交流拠点「道の駅」推進事業の賛否を問う住民投票条例議案第42号

直接請求制度とは

那珂市複合型交流拠点「道の駅」推進事業の賛否を問う
～住民投票条例制定について～

市民から市長に対し、道の駅整備事業
の賛否を問う住民投票を実施するための
条例を制定するよう、直接請求がありま
した。その後、市長から議会へ条例制定
の議案が意見を付けて提出されたため、
６月29日、第２回臨時会で直接請求に係
る条例審査特別委員会を設置し、議案
の審議を行いました。｠
７月２日の特別委員会での議員間討議
では、多くの意見が出されました。これ
まで市民に対して市は説明不十分であり、
法定署名数の約４倍の3,714筆の署名が
集まったことを重く受け止め、道の駅計
画に賛成か反対か市民に問うべきという
意見が出ました。その一方で、〇×で民意
を本当に反映できるのか、これまで議会
で５年以上議論を行っており、多面的な
情報に基づいて熟議を尽くしている、市
民に対する情報提供が不足しているのな
らば、さらなる情報公開は必要であるが
市民への情報不足を解決する手段として
住民投票が適しているのか疑問であると
いった意見もありました。
７月６日の本会議においても、市民の
不安が解消されていない現状から、住民
投票をするべきという賛成討論や、行政
手続きが進んだ段階での住民投票をする
ことへの懸念など反対討論がありました。
採決の結果、賛成少数で否決されまし
た。

間接民主制を補完する仕組みとして、当該
地方公共団体の有権者（選挙人名簿に登録さ
れた者）の一定数以上の署名をもって、条例
の制定や議員・市長などの解職を請求するこ
とができる制度です。
条例の制定は、地方自治法第74条の規定

に基づき、50分の１以上の署名をもって請求
することができます。

直接請求から臨時会まで

6月29日

議案の上程
（市長から提案理由の説明）

⬇
直接請求に係る条例審査
特別委員会を設置

（大和田議長を除く17名）
委 員 長：小池正夫
副委員長：萩谷俊行

７月２日
請求代表者３名の意見陳述
特別委員会へ付託

⬇
特別委員会で審査

７月６日 委員会での審査結果の報告
討論・採決

・代表請求者が署名簿を市選挙管理委員会に提出
・選挙管理委員会の審査により有権者の50分の
１の署名を確認
・請求代表者から市長へ条例制定請求書の提出

⬇
市長が意見を付けた条例制定議案の提出

⬇

⬇

⬇
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《質問者　13名》

※一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成しており、
　内容や表現については各議員の文責において掲載しています。

P 7 寺門　　厚 議員
◇原子力災害時における広域避難先に

ついて
◇那珂市観光振興について
◇シニアボランティア活動について

P 7 冨山　　豪 議員
◇那珂市が結ぶ様々な協定とその今後

について
◇瓜連地区における都市計画と企業進

出について

P 8 木野　広宣 議員
◇消防行政について
◇ＲＳウイルス感染症について

P 8 渡邊　勝巳 議員
◇家庭ゴミの排出について
◇歩行者の夜間の安全確保について

P 9 花島　　進 議員
◇ゴミ収集方法の変更について
◇デジタル教科書について
◇小中学校教師の勤務管理について
◇国民健康保険税について
◇道の駅関連の住民投票について
◇外国人労働者について

P 9 鈴木　明子 議員
◇酷暑期における安全な通学環境の確

保について
◇子どもを暴力から守る支援体制の強化

について
◇障がいのある人を支える「親亡き後」

の対策について

P 10 原田　悠嗣 議員
◇立ち止まるべきと考える道の駅計画に

ついて
◇人口減少対策について
◇市の副次核形成の推進について
◇農業の振興について

P 10 遠藤　　実 議員
◇道の駅について

P 11 笹島　　猛 議員
◇自主財源の拡充について
◇ふるさと納税の税収増を図る方策につ

いて

P 11 小宅　清史 議員
◇生活困窮家庭の子どもの現状と改善を
◇今、教育現場で起こっていることを問う
◇少子化対策！マッチング集会の再開を
◇道路の愛称を考えよう

P 12 小池　正夫 議員
◇人口減少社会の対応について
◇アグリビジネス戦略について

P 12 桑澤　直亨 議員
◇こども誰でも通園制度を踏まえた子育

て支援の再整理について

P 13 榊󠄀原　一和 議員
◇剛

ごう

毅
き

果
か

断
だん

～水戸ホーリーホック本拠地移転とい
う転機を地域力向上へつなぐ那珂市
の戦略～
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Ｑ　

今
那
珂
市
は
、
植
物

園
「
林
音
」
の
来
場
者
が

９
万
５
０
０
０
人
に
達
し
、
道

の
駅
の
開
業
や
国
道
・
市
道
の

４
車
線
化
、水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
Ｊ
１
昇
格
な
ど
、
那
珂
市
の

歴
史
上
最
も
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
時
期
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
林
音
や
い
ぃ
那
珂

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
来
場
者
の
市

内
回
遊
デ
ー
タ
が
な
く
、
体
験

型
コ
ン
テ
ン
ツ
や
デ
ジ
タ
ル
施

策
も
未
整
備
で
、
追
い
風
を
市

内
経
済
に
十
分
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
な
い
現
状
で
す
。
市
は
、

今
年
度
い
ぃ
那
珂
観
光
活
性
化

事
業
を
実
施
し
ま
す
が
、
具
体

的
取
り
組
み
は
何
で
す
か
。
ま

た
、
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
・
デ

ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ　

産
業
部
長　

専
門
事
業
者

に
よ
る
観
光
資
源
・
ニ
ー
ズ
、

コ
ン
テ
ン
ツ
先
進
事
例
等
調
査

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

Ｑ　

観
光
客
が
来
て
終
わ
り
で

は
な
く
、「
回
っ
て
・
使
っ
て
・

ま
た
来
る
」
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
、
地
域
通
貨
や
ポ
イ
ン

ト
制
度
を
活
用
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

今
年
度
の
デ

ジ
タ
ル
商
品
券
の
反
応
を
踏
ま

え
研
究
を
進
め
ま
す
。

Ｑ　

那
珂
市
観
光
振
興
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

市
長　

観
光
振
興
の
追
い

風
を
市
内
産
業
活
性
化
に
繋

げ
、
経
済
循
環
を
生
み
出
す
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

Ｑ　

瓜
連
地
区
で
は
、
こ
れ
ま

で
６
回
の
都
市
計
画
の
変
更
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
市
北
西

部
地
域
で
は
依
然
と
し
て
、
人

口
減
少
が
続
い
て
お
り
、
そ
の

効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
道
１
１
８
号
線

４
車
線
化
や
、
県
植
物
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
那
珂
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
、
さ
ら
に

は
道
の
駅
整
備
な
ど
本
市
北
西

部
地
域
と
瓜
連
地
区
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
交
通
基
盤
や

地
域
拠
点
の
整
備
が
進
む
中
、

地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
新
た

な
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、
飛

び
地
と
な
る
瓜
連
地
区
と
平
野

地
区
の
市
街
化
区
域
を
連
担
さ

せ
、
一
体
的
に
捉
え
た
大
胆
な

区
域
区
分
や
用
途
の
変
更
が
、

将
来
的
な
企
業
誘
致
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

建
設
部
長　

平
野
杉
本
線

沿
線
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
農

用
地
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
瓜
連
地
区
の
市
街
化
区
域
の

土
地
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
現

時
点
で
は
区
域
区
分
や
用
途
地

域
の
変
更
を
行
う
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
民
間
企
業
に

よ
る
進
出
な
ど
具
体
性
、
現
実

性
の
あ
る
開
発
計
画
な
ど
を
契

機
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
で

の
整
合
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、

必
要
に
応
じ
て
都
市
計
画
制
度

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

寺
門　

厚 

議
員

那
珂
市
観
光
振
興
、
市
内
観
光

拠
点
へ
の
誘
客
戦
略
ど
う
す
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
の
取
り
組
み
を
検
討

冨
山　

豪 

議
員

瓜
連
、
平
野
地
区
を
一
体
的
に

捉
え
た
土
地
利
用
の
検
討
を

現
時
点
で
の
、
変
更
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

議
員
の
ひ
と
こ
と

今
那
珂
市
は
、
観
光
振
興
の
絶
好

機
、
攻
め
の
姿
勢
で
取
り
組
み
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

地
域
活
力
を
維
持
す
る
為
に
も
、

新
た
な
視
点
で
の
検
討
を
願
う
。
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Ｑ　

近
年
、
全
国
各
地
で
大
規

模
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
今

後
も
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
死
亡
さ
れ

た
人
の
原
因
の
一
番
は
、
倒
壊

し
た
木
造
家
屋
の
転
倒
や
圧
死

や
窒
息
死
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
輪
島
市
の
大
規
模
火

災
は
、
電
気
機
器
や
電
気
関
係

の
配
線
な
ど
が
発
火
す
る
電
気

火
災
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
電
気
火
災
は
過
去
の
地

震
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
地

震
に
伴
う
電
気
機
器
等
か
ら
の

出
火
を
防
ぐ
に
は
、
強
い
揺
れ

を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
電
気

を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

が
有
効
で
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
状

況
と
認
知
度
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

Ａ　

消
防
長　

感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。
設
置
環
境
や
目
的

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
設
置
率

は
低
い
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

普
及
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
に

対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ　

消
防
長　

感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
は
通
電
火
災
を
防
ぐ
手
段

で
、
補
助
制
度
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
て
お
り
、
本
市
は

普
及
促
進
か
ら
、
県
の
補
助
制

度
を
活
用
し
、
市
独
自
の
導
入

を
視
野
に
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
認
知
度
や
普
及
促
進
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

体
の
不
自
由
な
高
齢
者

が
、
ご
み
袋
を
集
積
所
ま
で
運

ぶ
の
は
、
大
変
な
苦
労
と
危
険

性
を
伴
い
ま
す
。
介
護
や
支
援

の
必
要
な
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
実
態
を
確
認
す
る
た
め
、
令

和
４
年
度
末
と
令
和
７
年
度
末

の
要
介
護
等
の
認
定
者
数
を
伺

い
ま
す
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

令
和

４
年
度
末
で
要
支
援
の
か
た

が
６
３
１
名
、
要
介
護
の
か

た
が
２
１
４
２
名
。
令
和
７

年
度
末
で
要
支
援
の
か
た
が

８
２
６
名
、
要
介
護
の
か
た
が

２
２
５
６
名
で
す
。

Ｑ　

要
支
援
の
か
た
が
約
１
・

３
倍
増
で
あ
り
、
令
和
４
年
に

調
査
し
た
ご
み
出
し
支
援
の

対
象
者
の
１
１
６
名
に
対
し
、

１
５
０
名
程
度
に
ま
で
増
加
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
実
施
し
て
い
る

「
助
け
合
い
型
ご
み
出
し
モ
デ

ル
事
業
」
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

支
援
体

制
が
整
っ
て
な
く
、
支
援
を
受

け
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ
ん
。

Ｑ　

本
制
度
に
代
わ
る
、
戸
別

収
集
等
に
よ
る
支
援
制
度
の
新

設
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
事
業

に
は
５
２
５
万
円
の
事
業
費
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
ご

み
袋
１
枚
当
た
り
２
・
３
円
の

負
担
で
事
業
の
実
施
が
可
能
で

す
。
今
回
の
値
上
げ
の
中
で
検

討
し
て
欲
し
い
の
で
す
が
、
昨

年
度
の
ご
み
袋
の
年
間
販
売
収

入
額
は
い
く
ら
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

年
間
販

売
歳
入
額
は
、
令
和
７
年
度
で

３
２
３
８
万
９
０
０
０
円
で
す
。

木
野　

広
宣 

議
員

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
の
考
え
は

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
導
入
を
視
野

渡
邊　

勝
巳 

議
員

助
け
合
い
型
ご
み
出
し
モ
デ
ル

事
業
の
状
況
は

体
制
が
整
っ
て
な
く
支
援
で
き
て
な
い

議
員
の
ひ
と
こ
と

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
有
効
な
手

段
。
普
及
促
進
に
期
待
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

高
齢
者
等
へ
の
新
た
な
ご
み
出

し
支
援
制
度
の
検
討
を
願
う
。
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Ｑ　

ゴ
ミ
収
集
の
方
法
が
変
わ

り
ま
し
た
。
４
月
収
集
し
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
量
と
燃
や

す
ゴ
ミ
の
量
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

令
和
８

年
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
分
別
収
集
を
開
始

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら

は
、
分
別
し
た
ら
想
像
し
て
い

た
よ
り
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
量
が
多
い
と
の
声

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
４
月
に
収
集
し
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は

23
・
７
ト
ン
で
、
家
庭
か
ら

出
た
燃
や
す
し
か
な
い
ゴ
ミ
は

７
９
３
・
１
ト
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
４
月
の
可
燃
ゴ
ミ

の
収
集
量
８
２
５
・
４
ト
ン
と

比
較
し
ま
す
と
、
32
・
３
ト
ン

減
少
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

我
が
家
の
実
感
で
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
容
積
が

か
な
り
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
燃
や

す
ゴ
ミ
の
処
分
費
用
、
資
源
化

す
る
ゴ
ミ
の
処
分
費
用
が
変
わ

る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

処
分
費
用
変
化
の
実
際
あ
る
い

は
見
込
み
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

収
集
方

法
を
変
え
て
間
も
な
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
処
理
費
用
の

変
化
に
つ
い
て
把
握
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
収
集
に

よ
り
、
収
集
に
関
わ
る
人
件
費

や
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
へ
引
き

渡
す
た
め
の
輸
送
費
な
ど
、
新

た
な
費
用
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

昨
年
度
の
市
内
小
中
学
校

の
い
じ
め
認
知
件
数
は
。

Ａ　

教
育
部
長　

小
学
校

３
８
４
件
、
中
学
校
87
件
、
合

計
４
７
１
件
で
あ
り
、
初
期
段

階
か
ら
積
極
的
に
認
知
し
て
い

る
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

児
童
虐
待
相
談
件
数
は
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

虐
待
相

談
は
約
20
年
で
３
倍
と
な
り
、

心
理
的
虐
待
が
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

Ｑ　

市
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容
を

ど
こ
ま
で
把
握
で
き
て
い
る
の

か
は
、
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

他
市
で
は
、
教
育
委
員
会
が
直

接
相
談
を
受
け
、
専
門
の
相
談

員
が
対
応
す
る
と
い
っ
た
、
比

較
的
低
予
算
で
実
施
で
き
る
工

夫
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
悩
み
、
心
を
痛

め
、
助
け
を
求
め
て
い
る
の
か
、

よ
り
直
接
的
に
把
握
し
、
対
策

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
子
ど

も
の
命
と
成
長
を
支
え
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
、

心
の
不
調
を
抱
え
た
と
き
に
も

安
心
し
て
頼
れ
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
は
、
行
政
の
重
要
な
責

務
の
一
つ
で
す
。
市
長
は
相
談

体
制
の
質
と
ア
ク
セ
ス
を
ど
う

高
め
る
お
考
え
で
す
か
。

Ａ　

市
長　

学
校
で
の
相
談
支

援
や
専
門
的
人
材
の
活
用
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
の

さ
ら
な
る
充
実
に
加
え
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
相
談
手
段

の
研
究
を
進
め
、
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
相
談

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

花
島　

進 

議
員

ゴ
ミ
収
集
方
法
の
変
化
で

何
が
変
わ
っ
た
の
か

燃
や
す
ゴ
ミ
の
量
が
減
っ
て
い
ま
す

鈴
木　

明
子 

議
員

子
ど
も
を
暴
力
か
ら
守
る

那
珂
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

相
談
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す

議
員
の
ひ
と
こ
と

処
分
費
用
の
変
化
に
も
注
目
し

て
い
き
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
を
。
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Ｑ　

現
在
の
計
画
で
は
全
天
候

プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
年
間
約
２
０
０
０
万

円
、
公
益
部
門
運
営
と
し
て

約
１
８
０
０
万
円
、
市
債
償
還

と
し
て
約
７
８
０
０
万
円
を
合

わ
せ
た
約
１
億
１
６
０
０
万
円

を
、
市
が
予
算
で
計
上
す
る
こ

と
と
な
る
と
思
う
が
、
間
違
い

な
い
で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

収
支
計
画
で

は
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
試
算

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
統

廃
合
な
ど
も
踏
ま
え
、
予
算
額

に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
市
財

政
の
負
担
抑
制
を
念
頭
に
引
き

続
き
精
査
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

道
の
駅
事
業
に
よ
り
15
年

間
毎
年
約
１
億
円
、
市
の
財
政

が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

企
画
部
長　

道
の
駅
建
設

に
限
ら
ず
、
施
設
の
建
設
等
に

係
る
市
債
の
元
利
償
還
金
や
運

営
経
費
に
つ
い
て
は
、
後
年
度

の
財
政
負
担
と
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
市
と
し
て
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

令
和
８
年
度
予
算
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
運
営
業
務
費
１
９
９
万

円
の
内
訳
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

産
業
部
長　

今
後
予
定
し

て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実

施
に
先
立
ち
事
業
に
対
す
る
機

運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
今
年

度
は
藤
森
氏
に
よ
る
講
演
会
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
開
催
に

係
る
費
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

物
価
高
騰
・
人
件
費
高
騰
・

資
材
高
騰
が
止
ま
ら
ず
、
人
口

急
減
社
会
の
中
、
ハ
コ
モ
ノ
行

政
の
是
非
を
考
え
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
非
常
に
不
透
明
な
情
勢

で
道
の
駅
計
画
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
市
民
に
も
っ
と
説
明

す
る
必
要
と
責
任
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
説

明
会
を
市
内
何
か
所
で
も
開
催

し
、
多
く
の
市
民
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
よ
う
な
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

市
長　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
に
加
え
、
市
内

２
か
所
で
市
民
説
明
会
を
開
催

し
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
電
話

や
メ
ー
ル
、
窓
口
等
に
お
寄
せ

い
た
だ
く
個
別
の
質
問
に
対
し

て
も
担
当
課
が
対
応
し
て
い
ま

す
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、
基

本
設
計
か
ら
施
設
配
置
等
の
大

き
な
変
更
は
な
い
こ
と
か
ら
、

追
加
の
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

は
慎
重
に
判
断
し
ま
す
。

Ｑ　

そ
も
そ
も
説
明
が
不
足
し

て
い
る
の
で
説
明
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

変
更
と
い
う
意
味
で
は
概
算
事

業
費
も
１
・
５
倍
に
膨
れ
上
が

り
、
営
業
利
益
も
縮
減
さ
れ
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も

入
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
責
任

者
は
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

市
長　

本
事
業
の
最
終
責

任
者
は
市
長
の
私
な
の
で
、
今

後
と
も
事
業
に
関
す
る
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
と
と

も
に
、
市
議
会
に
も
引
き
続
き

丁
寧
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

原
田　

悠
嗣 

議
員

道
の
駅
事
業
で
財
政
が
圧
迫
さ

れ
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
取
り
組
む

遠
藤　

実 

議
員

市
民
説
明
会
で
道
の
駅
計
画
を

も
っ
と
市
民
に
説
明
す
る
べ
き

説
明
会
の
開
催
は
慎
重
に
判
断
し
ま
す

議
員
の
ひ
と
こ
と

道
の
駅
の
賛
否
等
を
問
う
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

市
民
に
も
っ
と
向
き
合
い
、
市
民

と
共
に
行
政
を
進
め
る
べ
き
。
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Ｑ　

生
活
上
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
す
る
た
め
に
は
自
主
財

源
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
非
常
に

大
き
な
財
源
が
見
込
め
る
制
度

で
す
。

　

本
市
の
実
績
で
は
そ
の
制
度

を
う
ま
く
活
用
し
き
れ
て
お
ら

ず
県
内
で
も
下
位
に
低
迷
し
て

い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
よ
り
赤
字
が

な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
大
幅

税
金
確
保
に
至
っ
て
い
な
い
中
、

何
か
こ
の
事
業
を
や
っ
て
い
る

意
味
を
感
じ
ま
せ
ん
。
限
ら
れ

た
資
源
の
中
で
ど
う
返
礼
品
を

発
掘
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

企
画
部
長　

発
掘
に
つ
い

て
は
、
市
内
事
業
者
の
口
コ
ミ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
職
員
か
ら
の
情
報

提
供
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
で
募
集
し
、
地
場
産
業

基
準
の
適
合
性
を
慎
重
に
確
認

し
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
豊
富
な
経
験
と

積
極
的
な
企
画
力
・
行
動
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
寄
せ

ら
れ
た
寄
付
金
は
、
各
事
業
の

貴
重
な
財
源
と
す
る
と
と
も

に
、
地
場
産
業
の
活
性
化
に
も

一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
て
財
源
を
増
や
す

考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

企
画
部
長　

既
存
返
礼
品

の
磨
き
上
げ
や
新
た
な
返
礼
品

の
開
拓
、
宿
泊
券
な
ど
の
体
験

型
返
礼
品
の
充
実
、
効
果
的
な

情
報
発
信
な
ど
を
進
め
る
と
と

も
に
、
事
業
者
と
の
連
携
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

Ｑ　

出
生
率
が
19
年
連
続
で
減

少
し
、
一
方
で
母
親
の
出
産
時

平
均
年
齢
は
年
々
上
が
っ
て
い

ま
す
。
少
子
化
を
止
め
る
為
に

は
結
婚
機
会
の
創
出
が
重
要
で

す
。
か
つ
て
那
珂
市
で
は
商
工

会
青
年
部
を
中
心
と
し
て
「
ま

ち
コ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
若
者
に
出
会
い
の
機
会
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
若
者
同
士
の
交
流
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
大
変

意
味
の
あ
る
事
業
だ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
復
活
さ

せ
る
べ
き
で
す
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
は
少
子
化
対
策
や

次
世
代
へ
の
支
援
と
い
う
観

点
か
ら
も
重
要
な
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
事
業
者
等
と
意

見
交
換
を
行
い
、
実
施
の
可
能

性
や
手
法
に
つ
い
て
探
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
議

員
ご
指
摘
の
「
ま
ち
コ
ン
」
に

つ
い
て
は
、
国
補
助
金
を
確
保
、

予
算
化
し
た
上
で
復
活
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

笹
島　

猛 

議
員

利
益
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
ふ
る
さ
と

納
税
、
税
収
増
を
図
る
方
策
は

体
験
型
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
ま
す

小
宅　

清
史 

議
員

少
子
化
対
策
に
「
ま
ち
コ
ン
」

を
復
活
さ
せ
る
べ
き
で
は

予
算
化
し
て
復
活
さ
せ
た
い

議
員
の
ひ
と
こ
と

何
か
こ
の
事
業
を
や
っ
て
い
る

意
味
を
感
じ
ま
せ
ん
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

結
婚
す
る
環
境
づ
く
り
は
少
子

化
対
策
の
重
要
な
要
素
で
す
。 那珂市人口動態統計 

市健第７表より抜粋し、議員作成

VVol.ol. 909011



Ｑ　

第
２
期
と
な
る
那
珂
市
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

本
市
の
第
３

期
と
な
る
地
方
創
生
の
総
合
戦

略
で
あ
る
「
那
珂
市
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
構
想
総
合
戦
略
」
に

お
け
る
農
業
で
稼
ぐ
い
ぃ
那
珂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化
す
る

も
の
で
す
。
第
１
期
の
戦
略
で

は
農
業
の
収
益
向
上
と
担
い
手

の
育
成
を
基
本
目
標
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
し
た
が
、
第
２
期
戦

略
は
、
新
た
に
持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
を
柱
に
加
え
、
基
本

目
標
と
し
て
推
進
し
て
い
く
も

の
で
す
。

Ｑ　

新
た
に
追
加
と
な
っ
た
基

本
目
標
「
持
続
可
能
な
農
業
の

推
進
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
ん

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

国
は
、
食
料

生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
全
て

の
過
程
に
お
け
る
環
境
負
荷

を
低
減
し
、
循
環
型
の
食
料
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
包

括
的
な
戦
略
と
し
て
、
令
和
３

年
５
月
に
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
を
策
定
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
持
続
可
能
な
食
料
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
も
踏
ま

え
、
新
た
に
基
本
目
標
に
追
加

し
た
「
持
続
可
能
な
農
業
の
推

進
」
で
は
、
有
機
農
業
を
は
じ

め
と
し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
の
推
進
、
減
農

薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
「
環

境
保
全
資
源
循
環
型
農
業
の
意

識
の
醸
成
」
な
ど
環
境
に
優
し

い
農
業
を
推
進
し
て
い
く
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

子
育
て
支
援
制
度
は
、
充

実
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
制
度
の

数
が
増
え
、
ど
こ
を
見
れ
ば

よ
い
の
か
、
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
よ
い
の
か
分
か
り
に
く
く
な

る
面
が
あ
り
ま
す
。
現
在
本
市

で
行
っ
て
い
る
制
度
名
か
ら
探

す
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、
困

り
ご
と
や
目
的
か
ら
支
援
に
た

ど
り
着
け
る
よ
う
に
、
既
存
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
子
育
て
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
も
含
め
た
情
報

発
信
の
方
法
を
見
直
す
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

令
和
７

年
11
月
か
ら
は
新
た
に
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
も

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
見
や
す

く
、
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な

る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利

便
性
向
上
や
、
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
さ
ら
な
る
見
直
し
を

図
る
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
効

果
的
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

Ｑ　

子
育
て
支
援
全
体
を
市
民

目
線
で
分
か
り
や
す
く
再
整
理

し
、
必
要
な
家
庭
に
必
要
な
支

援
が
届
く
仕
組
み
を
ど
の
よ
う

に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
か
。

Ａ　

市
長　

子
育
て
支
援
は
妊

娠
期
か
ら
就
学
後
ま
で
切
れ
目

な
く
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

一
方
で
制
度
は
多
岐
に
わ
た

り
、
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
に

く
い
面
が
あ
る
た
め
、
困
り
ご

と
に
沿
っ
て
支
援
全
体
を
整
理

し
、
相
談
窓
口
や
情
報
発
信
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
必
要
な
家
庭
に
必
要
な
支

援
が
届
く
よ
う
努
め
ま
す
。

小
池　

正
夫 

議
員

第
２
期
と
な
る
那
珂
市

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
は

持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
が
加
わ
り
ま
し
た

桑
澤　

直
亨 

議
員

市
民
目
線
で
目
的
や
困
り
ご
と

か
ら
探
せ
る
導
線
の
整
備
を

必
要
な
情
報
を
よ
り
効
果
的
に
届
け
る

議
員
の
ひ
と
こ
と

引
き
続
き
農
業
従
事
者
に
収
益
の

上
が
る
施
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

困
っ
た
と
き
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
が
る
ま
ち
へ
。
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Ｑ　

水
戸
信
用
金
庫
ス
タ
ジ
ア

ム
が
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
に
な

る
こ
と
で
、
ホ
ー
ム
戦
略
、
地
域

連
携
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
同
様
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

の
ひ
と
つ
と
し
て
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
推
進
協
議
会
と
連
携
、
チ
ー

ム
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

ク
ラ
ブ
と
連
携
強
化
は
も

と
よ
り
、
具
体
的
な
協
議
な
ど

は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

広
報
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
タ
ジ
ア
ム
周

辺
の
駐
車
場
確
保
へ
の
協
力
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

駐
車
場
確
保
の
協
力
依
頼

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

駐
車
場
候
補

選
定
や
確
保
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
。
ク
ラ
ブ
側
で
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が
可
能
の
際
は
、
候
補
地

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
役
所
職

員
駐
車
場
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　

Ｊ
１
昇
格
に
よ
り
来
場
者

の
大
幅
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中

市
内
商
業
者
等
と
の
連
携
は
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

推
進
協
議
会

と
連
携
強
化
し
、
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
開
業
予
定
の
道
の
駅

も
、
飲
食
・
販
売
、
観
光
情
報

の
発
信
等
、
大
き
な
役
割
を
果

た
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
施
設
も
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
経
済
活
性
化
に
繋
が
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

榊󠄀
原　

一
和 

議
員

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
本
拠
地

移
転
を
地
域
力
向
上
へ
繋
ぐ
に
は

交
流
人
口
拡
大
、
知
名
度
向
上
に
繋
ぐ

議
員
の
ひ
と
こ
と

車
・
鉄
道
の
交
通
導
線
と
商
業

連
携
は
市
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

６月 26 日、（株）廣瀬行政研究所 代表取締役の
廣瀬和彦氏を講師に招き、政務活動費についての議
員勉強会を開催しました。

勉強会では、本市の政務活動費の手引きや判例を
基に制度の趣旨や支出基準等のルールについての説
明がありました。本市の手引きは、厳格な基準が設
けられており、使途の透明性の確保がされていると
のことでした。

また、議員個人で発行している活動報告書につい
ても添削いただき、政務活動費で発行する際の注意
点なども再確認をしました。

今後も、より一層政務活動費の適正な執行と運営
に努め、市民に開かれた議会を目指していきます。

議会活動議会活動レポートレポートその他の

講師　廣
ひろ

瀬
せ

　和
かず

彦
ひこ

氏

勉強会の様子
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傍 聴 方 法

請願・陳情の提出

議会映像視聴方法

那珂市議会公式SNS

●本会議の受付所　市役所３階傍聴席前

●各委員会の受付所　市役所２階全員協議会室前

●受付簿に年代およびお住まいの地域を記入してから入室

●本会議、臨時会の様子を

ライブ配信しています。

お手持ちのスマートフォ

ンやパソコンで視聴でき

ます。

●９月定例会での審議を希望される場合には、

８月28日（金）午後５時までに議会事務局へ提出して

ください。

※会議は、原則として午前10時開会です。発
行
／
那
珂
市
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
委
員
会
　
〒
311-0192 茨

城
県
那
珂
市
福
田
1819-5

TEL 029（
298）1111（

代
表
）  FAX 029（

298）6287　
M
AIL gikai@

city.naka.lg.jp　
U
RL https://w

w
w
.city.naka.lg.jp/

議会を傍聴しませんか

自由に見たり、聴いたりできるんです

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問など）

総務生活
常任委員会

産業建設
常任委員会

教育厚生
常任委員会

原子力安全対策
常任委員会

議会運営委員会
全員協議会

本会議
（閉会）

日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

8

15

22

29

9

16

23

30

10

17

24

10/1

11

18

25

2

12

19

26

3

9/6

13

20

27

令和８年９月定例会日程（案）

2026. 8.4
Vol. 90

市
内
各
地
で
夏
祭
り
が
始

ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
声
が
ま
ち
に
広
が
る
季
節

で
す
。に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

が
楽
し
み
な
一
方
で
、
熱
中

症
の
心
配
も
高
ま
り
ま
す
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
休
憩

を
意
識
し
、
ご
自
身
の
体
調

を
一
番
に
考
え
た
、
心
と
体

に
や
さ
し
い
夏
を
お
過
ご
し

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。本
広
報
紙
が
、
議
会
で

の
議
論
や
ま
ち
の
こ
れ
か
ら

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
、
さ
さ
や
か
な
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

鈴
木

　明
子

委
員
長 

桑
澤

　直
亨

副
委
員
長 

鈴
木

　明
子

委

　
　員 

榊
原

　一
和

委

　
　員 

渡
邊

　勝
巳

委

　
　員 

小
池

　正
夫

委

　
　員 

遠
藤

　
　実

議
会
広
報
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記
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